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●平成26年度一般会計の状況●

　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
26
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
関
係
14
件
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
関
係
７
件
、
平
成
26
年
度
予
算
関
係
８
件
、

人
事
案
件
３
件
・
そ
の
他
３
件
で
し
た
。（
条
例
の
制
定
・
改
正
は
４
〜
５
・
７
頁
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
。）

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
２
２
９
８
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
が
57
億
６
２
５
４
万
９
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
予
算
第
１
特
別
委
員
会
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
予
算
第
２

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
集
中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。竜

王
に
消
防
出
張
所
来
る

滋賀竜王工業団地１号調整池 放流管工事スーセー・マリー市の様子

白熱

自

依
存

財

源

主

財

源

町税
31億9905万3千円

52.2％

諸収入
9億1398万6千円

14.9％

配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・
地方消費税交付金・自動車取得税交付金・
ゴルフ場利用税交付金・利子割交付金・
交通安全対策特別交付金
2億1770万円　3.5％

町債  1億7190万円　2.8％

地方交付税 
1500万円　
0.3％

県支出金
3億8750万2千円
　　　　 6.3％

国庫支出金
5億8838万4千円

9.6％

地方譲与税　4700万円　0.8％
地方特例交付金
700万円　0.1％

分担金及び負担金  9217万8千円　1.5％
使用料及び手数料  3580万3千円　0.6％
財産収入・寄付金・繰越金  2957万9千円　0.5％

依存財源
14億3448万6千円

23.4％

自主財源
46億9051万4千円

76.6％

歳入
61億2500万円

繰入金
4億1991万5千円

6.9％

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
は
、

61
億
２
５
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。本
年
度
は
、（
仮
称
）

竜
王
消
防
出
張
所
の
整
備
、

竜
王
イ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
の

整
備
、
ス
ー
セ
ー
・
マ
リ
ー

市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
40
周

年
記
念
事
業
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

可決

姉妹都市提携
40周年を迎え、
記念事業が
実施されます

祖父川への
放流管工事が
進んでいます

平成26年度竜王町予算
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平成26年度竜王町の予算（△は減　単位：千円、％）
会　　計　　名 平成26年度

当初予算額
平成25年度
当初予算額

前年度比較
増減額 増減率

一　　般　　会　　計 6,125,000 6,273,000 △148,000 △ 2.4

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国民健康保険事業（事業勘定） 1,187,700 1,058,200 129,500 12.2
国 民 健康保険事業
（施設勘定）

医 科 8,200 83,600 △ 75,400 △ 90.2
歯 科 51,100 49,800 1,300 2.6

学 校 給 食 事 業 60,900 58,000 2,900 5.0
下 水 道 事 業 637,600 641,600 △ 4,000 △ 0.6
介 護 保 険 839,600 695,800 143,800 20.7
後 期 高 齢 者 医 療 87,300 82,200 5,100 6.2

水 道 事 業
3 条 382,884 324,274 58,610 18.1
4 条 125,253 136,752 △ 11,499 △ 8.4

計 3,380,537 3,130,226 250,311 8.0
総　　　　　　　額 9,505,537 9,403,226 102,311 1.1

●平成26年度一般会計の状況●主な事業
豊かな自然と歴史を誇れるまちづくり
○環境保全型農業直接支援対策事業
　 1,721万4千円
○河川総務費・一般管理費 1,255万1千円
みんなが安心して暮らせるまちづくり
○(仮称)竜王消防出張所整備事業 1億500万円
○臨時福祉給付金事業 3,220万7千円
○子育て世帯臨時特例給付金事業
 2,054万7千円
○児童発達支援事業 1,123万6千円
○防災情報通信設備整備事業 274万4千円
チャンスを活かすたくましいまちづくり
○緊急雇用創出特別推進事業 312万8千円
○竜王インター周辺地区整備事業
 9億6,244万円
○特別支援教育分野人材育成支援事業 1,212万円
町民と行政の協働により築く

オリジナルのまちづくり
○スーセー・マリー市友好親善使節団派遣事業
 359万5千円
○スーセー・マリー市中学生交流受入事業
 89万2千円
その他
○知事選挙費 776万円
○農業委員選挙費 441万5千円

 予算で議論

総務費
8億1228万7千円

13.3％

衛生費
4億523万2千円

6.6％

民生費
14億8654万3千円

24.2％

土木費
15億5725万9千円

25.3％

  消防費
2億4404万8千円

4.0％

教育費
6億5379万5千円

10.7％

歳出
61億2500万円

公債費　
5億1331万6千円　8.4％

災害復旧費　45万円
諸支出金　3413万6千円　0.6%
予備費　500万円　0.1% 議会費　7660万8千円　1.3%

労働費　1188万4千円　0.2％
農林水産業費　
2億8145万6千円　4.6％
商工費　4298万6千円　0.7％

平成26年度竜王町予算
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平成26年第1回定例会報告〔条例関係〕
（上段：条例名　下段：主な内容）

制定または改正された条例 結果
・竜王町課設置条例　（一部改正）

可決「竜王町ふれあい相談発達支援センター」において児童発達支援事業を開始するため新たに
「発達支援課」を設置する。

・�竜王町議会委員会条例　（一部改正）
可決

竜王町課設置条例の一部改正により常任委員会の所管する課が変更となる。

・�竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等　（一部改正）

可決「竜王町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例」、「竜王町特別職の職員で非常勤のも
のの報酬および費用弁償に関する条例」、「竜王町障害者総合支援条例」、「竜王町消防団員等
公務災害補償条例」の一部改正を行う。

・竜王町再生可能エネルギー等導入促進基金条例　（新規制定）
可決

余剰電力の収益を今後の導入または設備の維持管理の財源に充てるため基金を設置する。

・竜王町地域の元気臨時交付金基金条例　（新規制定）
可決

地域経済活性化・雇用創出臨時交付金の一部を事業に充てるため基金を設置する。

・竜王町手数料徴収条例　（一部改正）
可決

滋賀県知事の権限に属する事務処理を竜王町に代わり東近江行政組合が共同処理することになる。

・竜王町社会教育委員設置条例　（一部改正）
可決

文部科学省で定める基準を照らし合わせて、社会教育委員の委嘱の基準を定める。

・竜王町青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条例　（一部改正）
可決

委員となる者の基準を定めるほか、委員は町長が任命し、会長には町長が就くことを定める。

・竜王町ふれあい相談発達支援センター設置条例　（一部改正）
可決

子ども療育事業所を設置し、児童発達支援および保育所等訪問支援を実施するため。

・竜王町環境基本条例　（新規制定）
可決自然と人、人と人が調和し快適な生活を営むことができる健全で恵み豊かな生活環境、自然

環境および文化環境の保全および創造に関する基本理念を定める。

・竜王町道路占用料徴収条例　（一部改正）
可決

道路法施行令別表が改正されたことにより、所要の改正を行う。

・竜王町法定外公共物管理条例　（一部改正）
可決

道路法施行令別表が改正されたことにより、所要の改正を行う。

・竜王町水道事業の剰余金の処分等に関する条例　（新規制定）
可決毎事業年度に生じる利益の処分方法、資本剰余金の処分、欠損金の処理方法等の必要な事項

を定める。

・竜王町非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例　（一部改正）
可決法律の施行により団員の処遇改善のため、活動の実態に応じた適切の報酬・手当の支給につ

いて、必要な処置を講ずることが義務付けられた。

条例関係
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平
成
25
年
度
竜
王
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
補
正
予
算
の
多
く
は
年
度

末
を
迎
え
各
事
業
費
、
事
務

量
、
町
税
や
国
、
県
か
ら
の

負
担
金
や
補
助
金
な
ど
が
確

定
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
歳

入
歳
出
予
算
を
調
整
す
る
も

の
で
す
。

問

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作

成
委
託
料
が
１
２
７

万
１
千
円
減
額
と
な
っ
て
い

る
が答

当
初
、
月
平
均
95
件

で
見
込
ん
で
い
た
が
、

12
月
現
在
の
実
績
で
月
平
均

６
９
・
１
件
と
な
っ
た
こ
と

と
、
要
支
援
１
、
２
の
方
の

割
合
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。

竜
王
町
課
設
置
条
例

の
一
部
改
正

　

住
民
福
祉
部
門
の
３
課

（
住
民
税
務
課
・
福
祉
課
・

健
康
推
進
課
）に
新
た
に「
発

達
支
援
課
」
が
加
わ
り
、
４

課
に
な
り
ま
し
た
。

問

発
達
支
援
課
の
所
掌

事
務
は

答

１
． 発
達
支
援
に
関

す
る
こ
と

２
．療
育
に
関
す
る
こ
と

３
． ふ
れ
あ
い
相
談
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る

こ
と

の
業
務
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
療
育
事
業
を
今
ま

で
近
江
八
幡
市
に
委
託
し
て

い
ま
し
た
が
４
月
か
ら
竜
王

町
ふ
れ
あ
い
相
談
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
に
「
竜
王
町
子
ど

も
療
育
事
業
所〝
た
っ
ぴ
ー
〞

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

補正予算、条例

平成25年度一般会計補正予算（第6号）
（単位　　千円）

歳入補正予算の主なものは
法人町民税 394,000
地域の元気臨時交付金（道路改修） 25,860
地域の元気臨時交付金（基金積立） 52,322
地域の元気臨時交付金（消防施設整備） 4,530
財政調整基金繰入金 △457,000
竜王インター周辺地区整備協力金 33,467
篠原駅周辺都市基盤整備事業債 15,900
社会資本整備事業債（道路改築） △8,500
前年度繰越金 27,189

歳出補正予算の主なものは
篠原駅周辺都市基盤整備事業負担金 14,719
介護保険システム改修業務委託料 1,617
保育所整備関連水道工事負担金 △6,111
竜王インター周辺地区整備費 △67,755
西小グラウンドフェンス設置工事 8,291
財政調整基金積立金 102,454
減債基金積立金 20,000
災害対策基金積立金 6,000
地域の元気臨時交付金基金積立金 52,322
人件費補正 23,412

〝
た
っ
ぴ
ー
〞
が
４
月
に
開
所

おたっしゃ教室で認知症・介護予防！

竜王町子ども療育事業所「たっぴー」は町公民館３階に設置
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臨時会・議会報告会

平成26年第１回臨時会が１月30日に開催されました。
土地の取得、一般会計補正予算、国民健康保険事業特別会計補正予算、
指定管理者の指定（２件）の合計５件が提案され、全会一致で可決しました。

土地の取得
町道仁殿線道路整備および竜王IC周辺地区道路
整備(町道岡屋仁殿線)事業用地として取得
　面積：42,099.51㎡
　取得予定価格：212,904,243円
　契約の相手方：滋賀県土地開発公社

指定管理者の指定
公の施設名称と指定管理者
　鵜川・弓削・鏡ふれあいプラザ （社会福祉法人）竜王町社会福祉協議会
　竜王町国民健康保険診療所（医科） （医療法人社団）弓削メディカルクリニック

指定管理者の指定

国民健康保険事業特別会計（施設勘定）補正予算（第4号）
医科診療所指定管理料　15,000,000円ほか

　
去
る
、
３
月
27
日（
木
）に
、
近

江
八
幡
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

が
竣
工
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

は
、
近
江
八
幡
休
日
急
患
診
療
所

の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
新
し
く

整
備
さ
れ
た
も
の
。

　

今
回
、
診
療
所
は
従
前
よ
り
1.4

倍
の
広
さ
を
確
保
し
、
多
目
的
室

を
設
け
感
染
外
来
の
待
合
室
、
あ

る
い
は
災
害
医
療
時
に
も
対
応
で

き
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、近
江
八
幡
蒲
生
郡
医
師

会
が
主
体
と
な
っ
た
在
宅
療
養
支

援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
在
地　
近
江
八
幡
市

出
町
３
８
１
番
地

近
江
八
幡
休
日
急
患
診
療
所

　
　
℡　
３
３
―
９
３
１
１

時
事
往
来

〜
議
長
の
足
跡
か
ら
〜

竜王町国民健康保険診療所（医科）

議会報告会を開催します　　　　
  日　時  　平成26年５月24日（土）19：30～
  場　所  　竜王町公民館
  テーマ  　 私たちのまちづくり

「教育、福祉」を考える
皆様のご意見をお聞かせ下さい。
ご参加をお待ちしています。 昨年の議会報告会の様子
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自
然
と
人
、
人
と
人
と
が

調
和
し
、
快
適
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
健
全
で
恵

み
豊
か
な
生
活
環
境
、
自
然

環
境
お
よ
び
文
化
的
環
境
の

保
全
お
よ
び
創
造
に
関
す
る

基
本
理
念
を
定
め
、
町
民
の

健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確

保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

主
な
質
疑
応
答

問

条
例
の
中
に
具
体
的

な
施
策
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。

答

基
本
条
例
は
理
念
条

例
で
、
長
期
的
な
展

望
を
示
し
、
中
身
は
基
本
計

画
な
ど
で
具
体
化
す
る
。

問

基
本
計
画
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

平
成
26
年
度
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

27
年
度
で
計
画
策
定
す
る
。

問

罰
則
規
定
は
ど
う
か
。

答

条
例
違
反
に
は
な
る

が
、罰
則
規
定
は
な
い
。

竜
王
町
防
災

計
画
の
見
直
し
状
況

　
見
直
し
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
災
害
対
策
編
を

新
た
に
策
定
し
、
浸
水
想
定

は
１
０
０
年
確
率
で
時
間
雨

量
１
０
９
ミ
リ
を
想
定
、
液

状
化
は
町
内
住
居
地
域
の
多

く
が
80
％
以
上
の
発
生
率
を

想
定
、
福
祉
避
難
所
の
設
置

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
要
援
護
者
支
援
台

帳
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
重
点
検
討
項
目
に
つ
い
て

は
、
防
災
拠
点
を
２
箇
所
追

加
設
定
し
、
水
防
倉
庫
を
東

南
部
、
北
東
部
、
北
部
の
各

地
域
に
位
置
付
け
た
。
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
弱
い
た
め
十
分
検
討

し
て
い
く
こ
と
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。

主
な
質
疑
応
答

問

第
２
次
避
難
所
に
町

公
民
館
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

答

町
公
民
館
は
福
祉
避

難
所
も
含
め
多
用
途

の
避
難
拠
点
と
考
え
て
い
る
。

問

水
防
倉
庫
は
具
体
的

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答

日
野
川
沿
川
に
は
現

在
水
防
倉
庫
は
な
く
、

総
合
的
な
防
災
倉
庫
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。
県
や
関
係

機
関
お
よ
び
地
元
と
も
協
議

す
る
。

問

建
設
工
業
会
が
災
害

体
制
に
入
っ
て
な
い

が
、
水
防
第
２
配
備
に
入
れ

る
な
ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

答

協
定
に
基
づ
き
、
そ

の
都
度
要
請
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

一
般
競
争

入
札
の
導
入

　
今
回
初
め
て
導
入
し
た
一

般
競
争
入
札
は
、企
業
側
の
積

極
的
な
入
札
参
加
が
あ
っ
た
。

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
方
式
を
採
用
し
た
こ

と
で
地
元
業
者
へ
の
技
術
移

転
に
よ
る
技
術
向
上
に
期
待

で
き
る
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
事
後
審
査
型
な

の
で
業
者
決
定
が
後
日
と
な

る
な
ど
の
課
題
が
残
っ
た
。

主
な
質
疑
応
答

問

予
定
価
格
は
上
限
額

か
。
ま
た
最
低
制
限

価
格
と
の
関
係
は
。

答

予
定
価
格
は
町
が
工

事
を
発
注
す
る
上
限

額
で
す
。
最
低
制
限
価
格
は
、

工
事
が
確
実
に
履
行
、
品
質

を
確
保
で
き
る
額
で
あ
り
、

そ
の
幅
の
中
で
応
札
さ
れ
、

入
札
価
格
の
最
も
低
い
業
者

に
決
定
し
て
い
る
。

問

予
定
価
格
と
最
低
制

限
価
格
の
幅
が
工
事

に
よ
っ
て
違
う
が
、
統
一
で

き
な
い
の
か
。

答

竜
王
町
の
場
合
、
い

ろ
ん
な
状
況
や
工
事

内
容
も
含
め
て
、
そ
の
都
度

判
断
し
、
最
低
制
限
価
格
な

ど
の
価
格
設
定
を
行
っ
て
い

る
。

主
な
意
見

　
国
か
ら
、
低
入
札
価
格
調

査
基
準
価
格
及
び
最
低
制
限

価
格
に
つ
い
て
、
そ
の
算
定

方
式
の
見
直
し
要
請
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
当
局
は
整
合

性
を
保
つ
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

委員会の活動

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

「
竜
王
町
環
境
基
本
条
例
」の
制
定

堤防の美化活動
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「
い
き
い
き
竜
王
長
寿
プ
ラ

ン　
竜
王
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
に
基
き
、
平
成
26

年
度
中
に
整
備
す
る
。

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
と
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、「
通
い
」「
宿
泊
」

「
訪
問
」
を
使
っ
て
柔
軟
に

対
応
で
き
る
支
援
を
す
る
サ

ー
ビ
ス
。

　
日
常
生
活
圏
域
別
介
護
サ

ー
ビ
ス
基
盤
整
備
状
況
を
考

え
る
と
、
竜
王
西
小
学
校
区

に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

公
募
に
よ
り
事
業
者
選
定
を

行
い
、
平
成
27
年
３
月
下
旬

に
開
設
の
予
定
。

主
な
質
疑
応
答

問

事
業
所
を
指
定
す
る

の
に
介
護
保
険
運
営

協
議
会
を
開
催
さ
れ
て
指
定

す
る
の
か
。

答

介
護
保
険
運
営
協
議

会
で
選
考
審
査
を
行

う
。
こ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
委
員
の
研
修
を
予
定

し
て
い
る
。

近
江
八
幡
・
竜
王

少
年
セ
ン
タ
ー

主
な
質
疑
応
答

問

少
年
セ
ン
タ
ー
の
竜

王
町
へ
の
配
置
は
ど

の
様
に
な
る
の
か
。

答

竜
王
町
へ
は
少
年
セ

ン
タ
ー
職
員
の
６
名

が
交
代
で
来
ら
れ
る
。
相
談

日
に
は
必
要
に
応
じ
て
臨
床

心
理
士
が
対
応
さ
れ
る
。

問

竜
王
で
の
相
談
業
務

は
ど
の
よ
う
に
町
民

に
周
知
す
る
の
か
。

答

広
報
等
で
周
知
す
る
。

電
話
相
談
時
に
も
竜

王
で
開
催
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
。

委員会の活動

竜
王
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事

　
２
月
28
日
に
完
成
し
た
体
育
館
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備

竜王中学校体育館改修工事完了

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

わ
か
す
ぎ
の
丘
・
七
里

（
平
成
25
年
６
月
１
日
開
所
）訪問し、入居者・職員さんと意見交換を行いました

山之上診療所が変わりました
患者さんの声
 「きれいになってよかった」
 「親切に診てもらえました」
 「なくなるのかと心配して
  いましたが、続けてもらっ
  てよかった」
  ※関連記事 P6、P12

近江うし丸
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岡
屋
交
差
点
改
良
に
伴
う

新
設
橋
梁
工
事
と
、
工
水
・

上
水
・
下
水
道
整
備
工
事
は
、

そ
の
期
間
中
は
通
行
止
め
な

ど
交
通
規
制
が
ひ
か
れ
る
。

主
な
質
疑
応
答

問

イ
ン
タ
ー
南
側
の
道

路
拡
幅
工
事
の
予
定

は
。答

公
図
混
乱
箇
所
も
あ

り
調
査
を
進
め
て
い

る
。
平
成
27
年
９
月
に
は
歩

道
工
事
も
含
め
完
了
す
る
。

問

工
業
団
地
へ
の
業
務

用
車
両
や
従
業
員
通

勤
車
両
の
出
入
り
口
は
、
国

道
４
７
７
号
の
２
か
所
か
。

答

２
か
所
で
対
応
す
る
、

岡
屋
側
道
路
は
利
用

し
な
い
。

道
の
駅
、南
側
進
入
路

　
新
年
度
予
算
に
計
上
し
調

査
を
進
め
る
。
地
元
と
協
議

を
再
開
し
、
公
図
混
乱
地
区

は
用
地
の
課
題
を
調
査
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
る
。

Ｉ
社
の
北
部
地
域
の

住
宅
地
開
発

　
県
に
開
発
許
可
の
取
り
消

し
を
働
き
か
け
て
い
る
。
町

で
は
地
区
計
画
の
見
直
し
で

新
た
な
開
発
の
可
能
性
を
探

っ
て
い
る
。

現
地
調
査

　
エ
イ
エ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会

社
竜
王
工
場
を
視
察
し
た
。

　
同
社
は
、
樹
脂
加
工
と
塗

装
技
術
に
卓
越
さ
れ
て
お
り
、

事
業
量
増
大
に
伴
う
工
場
施

設
増
築
を
計
画
さ
れ
て
い
る
。

視
察
研
修

　
三
重
県
い
な
べ
市
に
お
い

て
藤
原
工
業
団
地
現
場
視
察

を
行
っ
た
。

　
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り

組
み
で
は
、
企
業
と
の
情
報

交
換
を
年
間

４
回
行
っ
て

い
る
。

　
特
に
、
国

と
の
交
渉
な

ど
に
、
企
業

グ
ル
ー
プ
で

当
り
、
企
業

自
ら
が
成
果

を
残
せ
た
こ

と
は
全
国
的

に
も
珍
し
く
、

東
海
環
状
自

動
車
道
に
関

す
る
要
望
な

ど
道
路
行
政

の
改
善
は
企

業
誘
致
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
滋
賀
竜

王
工
業
団
地
は
交
通
ア
ク
セ

ス
の
有
利
性
を
最
大
限
生
か

す
一
方
で
、
従
業
員
住
宅
地

確
保
に
は
、
国
や
県
お
よ
び

企
業
と
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
を
地
元
行
政
が
積
極
的
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

視
察
研
修

　
議
会
改
革
に
向
け
調
査
研

究
を
重
ね
る
こ
と
か
ら
、
今

回
は
、
議
会
の
監
視
機
能
の

さ
ら
な
る
充
実
強
化
を
図
り
、

議
会
が
主
導
的
・
機
動
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
、
石
川
県

津
幡
町
に
て
通
年
議
会
の
成

果
や
課
題
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

そ
の
他
議
会
改
革
の
取
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

主
な
意
見
は

　
開
会
日
を
早
く
し
、
予
算

審
査
の
時
間
拡
充
。

　
新
規
事
業
や
重
点
事
業
は

事
前
に
説
明
資
料
の
提
出
を

求
め
る
。

　
予
算
の
積
算
を
審
議
す
る

だ
け
で
な
く
、
予
算
の
執
行

状
況
と
そ
の
管
理
状
況
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
会
の

議
決
事
件
の
拡
充

　

関
係
法
令
に
お
い
て
議
会

の
議
決
を
義
務
付
け
て
い
る
も

の
は
問
題
は
な
い
が
、
重
要
事

項
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
も
の

に
あ
っ
て
は
議
会
の
議
決
事
件

と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
総
合
計
画
に
お
け
る
基
本

構
想
に
つ
い
て
は
、
執
行
部

も
議
決
事
件
と
し
て
認
識
し

て
い
る
が
、
そ
の
他
に
重
要

事
項
と
し
て
、
議
決
事
件
に

な
り
得
る
も
の
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

委員会の活動

議
会
基
本
条
例

推
進
特
別
委
員
会

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

滋
賀
竜
王
工
業
団
地

工
事
進
捗
状
況

いなべ市との意見交換会
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一　般　質　問

❶ 避難情報等のシステム構築について 貴多　正幸 議員
❷ 小地域「互助」システムの構築について 内山　英作 議員
❸ 外出移動支援の充実について 内山　英作 議員
❹ 地域福祉推進条例の制定について  内山　英作 議員
❺ 手話基本条例の制定を求める 若井　敏子 議員
❻ 町の診療所はつぶさないで！ 若井　敏子 議員
❼ 住宅地確保施策の進行状況について 松浦　　博 議員
❽ 竜王農業の活性化と担い手への農地集積推進事業について  小森　重剛 議員
❾ 健康づくりの習慣化について  山田　義明 議員
10 これまでの一般質問の回答にかかる具体的対応について  菱田　三男 議員
11 農業の振興について  古株　克彦 議員
12 子育てしやすい町づくりについて  岡山　富男 議員

　
　
委
託
料
は
、
町
民
皆
さ

ん
に
等
し
く
、
迅
速
・
確
実

に
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
方
法

に
つ
い
て
総
合
的
に
調
査
研

究
を
行
う
た
め
実
施
す
る
も

の
。
具
体
的
に
は
町
全
体
の

最
適
化
と
い
う
観
点
か
ら
、

様
々
な
開
発
手
法
、
運
用
手

法
の
中
よ
り
運
用
・
保
守
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
・
設
備

費
用
な
ど
総
合
的
な
見
地
に

立
っ
た
町
の
最
適
な
手
法
を

調
査
研
究
し
、
今
後
に
お
け

る
実
施
計
画
策
定
を
行
う
た

め
の
基
本
構
想
の
策
定
業
務

で
あ
る
。
本
町
の
実
情
を
踏

ま
え
つ
つ
、
情
報
伝
達
に
関

す
る
万
全
な
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
委
託
料
は
、
町
民
皆
さ

答

　
　
平
成
26
年
度
予
算
に
お

い
て
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム

最
適
化
調
査
研
究
業
務
委
託

料
と
し
て
、
１
６
２
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

詳
細
は

　
　問

一 般 質 問
みなさんの＼声／を町政に届けます 　

9議員が12問

を町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けますを町政に届けます 　 　

貴多 正幸 議員

避難情報の
システム構築は？

問

取り組んで行く答

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）自動起動装置を整備（平成２６年３月）
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通
院
や
買
い
物
、役
場・

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
へ
の

用
事
を
済
ま
せ
た
い
が
交
通

手
段
が
な
い
。

　
今
日
ま
で
町
内
循
環
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
試

行
運
行
に
取
り
組
ん
だ
が
、

利
用
者
数
が
少
な
く
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
と
は

な
ら
な
か
っ

た
。

　
竜
王
町
の

長
年
の
重
要

課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
る
外

出
移
動
支
援

施
策
の
推
進

は
　
　

外
出
支

援
は
、
住
民

同
士
の
ふ
れ

あ
い
交
流
な

ど
に
よ
る
社
会
参
加
、
閉
じ

こ
も
り
や
介
護
予
防
に
大
き

な
効
用
と
な
り
得
る
。

　
特
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
外
出

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
マ
イ

ル
に
対
し
て
は
、
今
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
補
助

金
の
交
付
な
ど
引
き
続
き
支

援
を
し
て
い
く
。

　
　問

　
　

外
出
支

答

一　般　質　問

具
体
的
に
は
福
祉
委
員
会
活

動
の
強
化
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。

　
小
地
域
「
互
助
」
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
必
要
な
福
祉
委

員
会
活
動
へ
の
町
の
具
体
的

施
策
は
何
か

　
　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

福
祉
委
員
会
を
は
じ
め
地
域

の
中
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
体
制
が
望
ま
れ
る
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、重
層
的

な
地
域
の
支
援
体
制
の
構
築

に
向
け
て
今
後
も
務
め
て
い
く
。

　
　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

答

役
割
を
明
確
に
し
、
地
域
福

祉
に
関
す
る
仕
組
み
を
制
度

と
し
て
定
め
る
も
の
が
な
い
。

　
条
例
と
町
地
域
福
祉
計
画

は
列
車
に
例
え
る
と
二
本
の

レ
ー
ル
に
当
た
る
。
も
う
一

本
の
レ
ー
ル
が
な
い
と
列
車

は
動
か
な
い
が

　
　
既
に
策
定
し
て
い
る
地

域
福
祉
計
画
に
沿
っ
た
施
策

を
地
域
住
民
の
皆
様
と
協
働

で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
福
祉
の
推
進
を
計
画
的
、

段
階
的
に
行
う
。

　
　
既
に
策
定
し
て
い
る
地

答

　
　
竜
王
町
で
は
、
早
く
か

ら
自
治
会
を
単
位
と
し
た
福

祉
活
動
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
自
治
会
を
基
盤
と
し

た
ご
近
所
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、

　
　問

　
　
竜
王
町
に
は
今
日
ま
で

町
民
、
町
、
事
業
者
な
ど
の

　
　問

小地域
「互助」システムは？
問

社会福祉協議会と
連携していく

答

地域福祉推進条例
の制定は？

問

考えていない答

地域のふれあいサロンの様子

NPO法人外出支援ボランティアスマイルの送迎用車両

竜王町地域福祉計画冊子

外
出
移
動
支
援
は
？

問

引
き
続
き
支
援
を
実
施

答

内山 英作 議員
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一　般　質　問

国
保
事
業
の
運
営
に
貢
献
す

る
こ
と
等
が
あ
る
。

　
今
回
、
実
績
あ
る
事
業
者

に
竜
王
町
国
保
診
療
所
を
２

年
間
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
は
、
２
年
間
の
成
果

も
含
め
判
断
す
る
。
現
時
点

で
は
、
国
保
診
療
所
の
役
割

は
無
用
だ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
２
年
後
に
民
間
に
売
り

渡
す
と
も
考
え
て
い
な
い
。

  

次
の
段
階
に
進
む
た
め
に

は
２
年
間
の
成
果
も
判
断
要

素
と
な
る
こ
と
を
申
し
添
え

る
。

　
　
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る

町
の
施
策
の
内
容
と
、
手
話

基
本
条
例
制
定
は

　
　
聴
覚
障
害
者
向
け
施
策

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
用
具
の
給

付
、
手
話
通
訳
者
派
遣
等
の

実
施
、
平
成
25
年
度
か
ら
手

話
奉
仕
員
の
養
成
を
し
て
い

る
。

　
石
狩
市
手
話
に
関
す
る
基

本
条
例
は
、「
手
話
を
使
用

す
る
市
民
が
心
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
」「
手
話
に
よ
り
意

思
を
伝
え
会
う
権
利
は
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

等
と
さ
れ
て
お
り
、
手
話
を

使
え
る
環
境
の
保
障
は
竜
王

町
で
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
町
と
し
て
条
例
の
制

定
は
考
え
て
い
な
い
が
、
聴

覚
に
障
害
が
あ
る
方
が
人
と

つ
な
が
り
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
手
話
を
使
え
る
環
境

の
構
築
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　問

　
　
聴
覚
障
害
者
向
け
施
策

答

　
　
今
日
ま
で
の
国
保
診
療

所
の
果
た
し
て
き
た
役
割
と

二
年
後
の
対
応
は

　
　
町
の
国
保
診
療
所
は
有

能
な
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
も

と
で
、
公
的
医
療
機
関
と
し

て
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

　

国
保
診
療
所
の
任
務
は
、

地
域
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
、

地
域
住
民
の
健
康
を
保
持
し

増
進
す
る
こ
と
、
公
衆
衛
生

の
向
上
、
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
、
模
範
的
診
療
を
行
い

　
　問

　
　
町
の
国
保
診
療
所
は
有

答

若井 敏子 議員

町の診療所は
つぶさないで！

問

２年間は指定管理答

手話
基本条例
制定は？

問

考えていない答

改装後の竜王町国保診療所

手話通訳者「じんけんを考えるみんなのつどい」より
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一　般　質　問
　
　
若
者
定
住
に
向
け
た
企

業
と
の
情
報
交
換
は

　
　
経
済
交
竜
会
や
若
手
従

業
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
る
。「
竜
王
町
に
住
み

た
く
と
も
住
む
場
所
が
な

い
」
と
の
意
見
が
あ
る
。
今

　
　問

　
　
経
済
交
竜
会
や
若
手
従

答

後
も
懇
談
会
を
継
続
す
る
。

　
　
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
に
加
え
て
住
宅
地
確
保
の

取
組
み
は

　
　
１
２
０
０
名
の
雇
用
創

出
が
見
込
ま
れ
、
住
宅
確
保

は
重
要
課
題
で
あ
る
。

　
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

規
制
緩
和
に
向
け
行
動
す
る
。

　
　
人
口
１
４
０
０
０
人
の

目
標
達
成
の
た
め
に
、
８
０

０
戸
の
住
宅
地
確
保
は

　
　
既
存
住
宅
地
の
空
き
区

画
・
集
落
内
空
き
家
へ
の
入

居
促
進
。
市
街
化
区
域
周
辺

へ
の
集
合
住
宅
の
誘
導
。
山

之
上
の
新
規
住

宅
地
確
保
の
た

め
地
元
・
地
権

者
・
関
係
業
者

と
の
調
整
を
行

い
な
が
ら
進
め

る
。

　
　
農
振
法
の

ク
リ
ア
に
向
け

た
住
民
発
議
は

　
　
農
業
振
興

計
画
書
の
作
成

と
、
本
町
農
業
・
ま
ち
づ
く

り
の
実
情
か
ら
、
規
制
緩
和

を
求
め
る「
構
造
改
革
特
区
」

制
度
を
活
用
す
る
。

　
　
北
部
地
域
の
新
規
住
宅

地
開
発
に
向
け
た
Ⅰ
社
と
の

折
衝
状
況
は

　
　
滋
賀
県
か
ら
開
発
許
可

の
取
り
消
し
が
出
来
な
い
と

の
見
解
か
ら
具
体
的
な
打
開

策
が
見
い
だ
せ
な
い
状
況
に

あ
る
。
引
き
続
き
住
宅
地
整

備
に
向
け
努
力
す
る
。

　
目
標
人
口
１
４
０
０
０
人

を
達
成
し
な
け
れ
ば
、「
ま

ち
づ
く
り
」
の
達
成
は
な
い
。

　
　問

　
　
１
２
０
０
名
の
雇
用
創

答
　
　問

　
　
既
存
住
宅
地
の
空
き
区

答
　
　問

　
　
農
業
振
興

答

　
　問

　
　
滋
賀
県
か
ら
開
発
許
可

答

　
　
竜
王
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

は
、
引
き
続
き
「
環
境
こ
だ

わ
り
米
」
の
普
及
推
進
に
取

り
組
み
、
環
境
こ
だ
わ
り
農

産
物
認
証
の
普
及
と
生
産
技

術
の
向
上
を
図
る
。

　
ま
た
、
野
菜
そ
の
他
の
農

産
品
に
お
い
て
も
関
係
機
関

と
連
携
し
て
高
品
質
生
産
に

取
り
組
む
。

　
担
い
手
育
成
は
、
各
集
落

の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
特
定
農
業
団
体
、
認

定
農
業
者
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
と

も
連
携
し
、
国
の
補
助
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
新
た
な
担

い
手
の
掘
り
起
し
を
図
る
。

　
農
地
の
集
積
に
お
い
て
は
、

農
業
委
員
会
、
農
地
中
間
管

理
機
構
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
に

よ
り
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
約
化
を
図
る
。

　
　
竜
王
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

答

　
　

竜
王
ブ
ラ
ン
ド
の
米
、

野
菜
、
そ
ば
、
果
物
な
ど
の

竜
王
農
業
を
、
町
と
し
て
今

後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ

て
活
性
化
し
、
確
立
し
て
行

く
の
か
。

　
ま
た
、担
い
手
の
育
成
、農

地
集
積
の
具
体
的
な
計
画
は

　
　問

松浦　博 議員

小森 重剛 議員

住宅地確保施策
の進行状況は？

問

引き続き重要施策
として進める

答

都市計画マスタープランより

竜王農業の
活性化は？

問

農地集積による
効率化を目指す

答

集落営農による水稲の育苗作業
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一　般　質　問

防
止
が
図
れ
る
施
策
が
必
要

と
思
う
が
、そ
の
取
り
組
み
は

　
　
特
定
健
診
や
各
種
が
ん

検
診
の
受
診
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
栄
養
と
食
生
活
の

改
善
を
目
指
し
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
好
ま

し
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け

る
こ
と
と
、

一
日
に
野
菜

を
３
５
０
グ

ラ
ム
摂
取
す

る
こ
と
な
ど

の
食
育
推
進

を
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成

25
年
度
は
、

「
て
く
て
く

健
康
効
果
事

業
」
を
実
施

し
た
。

　
さ
ら
に
ス

ポ
ー
ツ
推
進

の
側
面
か
ら

も
健
康
増
進

の
切
り
口
と

し
て
ラ
ジ
オ
体
操
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
普
及
に
取
り
組
み
、

健
康
体
力
づ
く
り
講
習
会
や
、

健
康
体
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は

じ
め
、
自
治
会
へ
の
出
前
講

座
も
開
催
し
た
。

　
　
特
定
健
診
や
各
種
が
ん

答

結
論
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
と
記
憶
し
て

い
る
。
一
部
に
つ
い
て
は
、

改
善
実
行
さ
れ
た
案
件
も
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

大
多
数
の
案
件
は
、
回
答
す

ら
な
い
状
態
で
は
な
い
か
。

こ
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
経
過
報
告
が
で
き
る
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
各
委
員
会
や
全
員

協
議
会
に
て
随
時
報
告
し
て

き
た
。
し
か
し
、
検
討
や
調

査
研
究
が
未
了
の
も
の
、
状

況
の
進
展
が
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
報
告
で
き
て
い
な
い

案
件
も
あ
る
。
今
後
は
進
捗

状
況
、
経
過
に
つ
い
て
適
宜

判
断
し
報
告
す
る
。

　
　
経
過
報
告
が
で
き
る
よ

答

　
　
医
療
費
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
原
因

は
肥
満
や
長
年
の
生
活
習
慣

な
ど
に
よ
る
疾
病
だ
と
聞
い

て
い
る
。
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
健
康
づ
く
り
の
習
慣
化
で

　
　問

　
　
過
去
、
定
例
会
に
お
け

る
一
般
質
問
に
つ
い
て
「
検

討
す
る
」「
調
査・研
究
す
る
」

と
回
答
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
、

　
　問

山田 義明 議員

健康づくりの
習慣化は？

問

各種事業を実施答

一般質問の回答は？問

適宜判断し報告する答

地域でのラジオ体操の様子

定例会ごとにいくつもの一般質問が出されます

菱田 三男 議員
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一　般　質　問
　
　
今
後
の
農
業
振
興
を
図

る
に
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
の
深
刻
化
、
国

際
競
争
の
激
し
い
環
境
の
中

　
　問

で
、
農
業
の
大
規
模
化
は
避

け
ら
れ
な
い
。
平
成
22
年
当

時
で
農
業
生
産
法
人
２
経
営

体
、
認
定
農
業
者
数
が
31
人

で
あ
っ
た
が
、
今
後
の
見
通

し
及
び
町
と
し
て
の
取
り
組

み
は

　
　

農
業
経
営
の
大
規
模

化
・
効
率
化
を
進
め
る
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
を
め
ざ
し
、
受
け
皿

と
し
て
認
定
農
家
の
育
成
や

集
落
単
位
で
行
う
集
落
営
農

の
組
織
化
を
進
め
て
い
る
。

現
在
で
は
認
定
農
業
者
32
名
、

農
業
生
産
法
人
２
団
体
。
法

人
化
を
め
ざ
す
特
定
農
業
団

体
は
17
団
体
、
今
後
３
年
以

内
に
徐
々
に
認
定
期
限
が
き

れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
法
人
化

さ
れ
る
よ
う
支
援
を
継
続
す

る
。

　
　
農
業
委
員
会
か
ら
相
談

を
受
け
、
法
人
化
を
め
ざ
す

上
で
の
組
織
化
や
リ
ー
ダ
ー

育
成
で
の
問
題
点
を
話
し
合

う
。

　
　

農
業
経
営
の
大
規
模

答

　
　
農
業
委
員
会
か
ら
相
談

答

　
　
平
成
26
年
４
月
開
所
の

「
子
ど
も
療
育
事
業
所
」
に

お
け
る
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
と
保
護
者
の
子
育
て

を
応
援
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
。

　
　
山
之
上
地
先
に
お
け
る

住
宅
確
保
は
、
具
体
的
に
住

宅
地
の
候
補
地
を
絞
り
込
み

な
が
ら
、
周
辺
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
向
け
た
検
討
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
平
成

答

　
　
山
之
上
地
先
に
お
け
る

答

　
　
町
の
子
育
て
に
対
す
る

様
々
な
取
り
組
み
状
況
と
子

育
て
世
代
の
住
宅
施
策
は

　
　問

トラクターで中割の作業中

古株 克彦 議員

法人化めざす特定農業
団体の行く末は？

問

17団体は3年
以内に認定切れ

答

岡山 富男 議員

子育てしやすい
町づくりは？

問

引き続き鋭意努力する答

ふれあい相談発達支援センター（町公民館３階）運動療法室
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

で
、
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山

町
及
び
東
伯
郡
北
栄
町
に

お
い
て
議
会
広
報
に
つ
い

て
意
見
交
換
会
を
主
と
し

た
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

両
町
と
も
広
報
に
つ
い

て
は
特
別
委
員
会
で
な
く

常
任
委
員
会
に
格
上
げ
し
、

広
報
発
行
に
力
を
入
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
先
ず
は
、

広
報
を
読
ん
で
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
発
行
す
る
議
会
側
の

自
己
満
足
で
な
く
、
皆
様

が
求
め
る
情
報
誌
に
な
る

よ
う
紙
面
づ
く
り
に
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
議
会
に
関
心

の
な
い
人
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
に
住
民
に

多
く
登
場
し
て
も
ら
う
こ

と
や
、
定
例
会
・
委
員
会

な
ど
の
質
疑
内
容
や
担
当

課
と
の
や
り
取
り
な
ど
問

答
方
式
で
載
せ
る
な
ど
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
関
心
の

も
て
る
工
夫
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

両
町
の
広
報

誌
づ
く
り
を
参

考
に
、
今
回
発

行
の
議
会
だ
よ

り
か
ら
紙
面
を

見
や
す
く
す
る

た
め
の
改
善
を

図
っ
て
い
き
ま

す
の
で
皆
様
の

ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
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西
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司
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８
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シ
リ
ー
ズ
　
い
き
い
き
人
生

須
惠
在
住
　
竹た

け

内う
ち�

栄え
い

市い
ち�

さ
ん

　
私
は
平
成
３
年
に
農
業

協
同
組
合
を
早
期
退
職
し

た
こ
と
で
、
人
生
の
再
出

発
と
し
て
趣
味
の
絵
画
を

活
か
し
た
陶
芸
に
取
り
組

む
道
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
、
信
楽
で
技
術
を
習

熟
す
る
こ
と
で
仕
事
と
趣

味
を
両
立
し
よ
う
と
陶
芸

会
社
の
門
を
た
た
き
ま
し

た
。

　

丁
度
、
信
楽
で
は
陶
芸

博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い

て
、
展
示
さ
れ
て
い
る
陶

芸
品
の
美
し
さ
に
感
動
を

覚
え
た
も
の
で
す
。
土
か

ら
の
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
日
々
感
じ
な
が
ら
、

ま
ず
一
〇
年
を
目
標
に
陶

器
会
社
に
勤
め
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
９
月
ま
で
の

足
か
け
一
〇
年
間
勤
め
ら

れ
ま
し
た
。
大
変
な
苦
労

も
あ
り
ま
し
た
が
趣
味
が

先
行
し
て
楽
し
い
日
々
を

送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
陶
芸
窯
を
導

入
、
近
隣
の
人
た
ち
の
応

援
も
あ
り
陶
芸
教
室
開
校

へ
の
道
も
自
然
に
定
着
し
、

現
在
で
は
10
名
前
後
の

方
々
に
教
室
へ
参
加
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
１
３
０
ａ
の
水

田
を
耕
作
し
な
が
ら
陶
芸

と
の
両
立
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
状
態
を
維
持
す
る
に

は
毎
日
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ

ず
健
康
で
あ
る
こ
と
が
必

須
条
件
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
今

日
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

編 集 後 記

自宅の窯前で

議
会
だ
よ
り
に

登
場
し
ま
す

の
で
、応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

「
近
江
う
し
丸
」で
す

鳥取県大山町、北栄町視察研修


